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黒岩涙香愛用の鞄・シルクハット

・ごめん・なはり線安芸駅から約２㎞
・安芸駅ぢばさん市場に無料レンタサイクルあり（自転車で約15分）

9:00～17:00（入館は16:30まで）
月曜日（祝日は開館し、翌平日に休館）
年末年始　12月29日～1月3日
※展示替え等の臨時休館あり
大人330円、中高生110円、小学生50円
※特別展開催中は料金が変わることがあります
※20名以上で団体料金を適用します
※隣接の書道美術館との共通券あり
※土曜日は小中高生無料
※身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳、戦傷
病者手帳、被爆者健康手帳所持者とその介護者1名は無料

歴史民俗資料館
キャラクター
「ためまる」

土佐藩の家老をつと
めた五藤家ゆかりの
美術工芸品や古文
書、三菱グループの
基礎を築いた岩崎
彌太郎ほか安芸市
出身の人物に関する
資料など約2万点の
歴史資料を所蔵して
います。

安芸城跡に明治中頃建て
られた屋敷で、平成20
（2008）年に国の登録有形
文化財になりました。土・日・
祝日は庭園を一般公開して
います。屋敷内も様 な々用
途にご利用いただけます。
（要予約。歴史民俗資料館
にお問い合わせください。）
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安芸城は、戦国時代までこの
地を治め栄えた安芸氏の居城
で、江戸時代には五藤家がここ
に居を構えました。

戦国時代の
石積や江戸
時代の石垣
が残り、夏に
は堀に白蓮
が咲きます。
御城印もあり
ます。
　　 2026/4/25～2027/4/11の間、ご来館1回ごとにスタンプを1回押します。

スタンプ3回以上で当館オリジナルグッズをプレゼント！

安芸市立歴史民俗資料館

展示スケジュール

連 絡 先

安芸市立
歴史民俗資料館



明治期の文壇で活躍し、新聞記者でありながら小説家や
翻訳家など多彩な顔を持った黒岩涙香。探偵小説の祖であり
大衆文芸の先駆者であった彼は、安芸市で生まれました。生家は
安芸市川北地区に今も残り、当時の面影を
伝えています。
「マムシの周六」とも呼ばれ、舌鋒鋭く社会
問題を論じた涙香ですが、実はビリヤード
や競技かるたなどをたしなむ趣味人でも
ありました。本展示では、そんな涙香の
さまざまな側面を、貴重な資料とともに
ご紹介します。

涙香の生まれた地・川北を知ろう！
　　11.3
涙香が生まれた川北
地区を知るウォーキン
グツアー。
また、川北地区に残る文
化財や、冨田幸次郎など
同郷の偉人についても
学びます。

コレクション展
　　Ⅰ期：4.25ｰ8.2　
　　Ⅱ期：12.12ｰ2027.4.11
当館が所蔵する五藤家伝来品を中心に、絵図や古文書、武具・美術
工芸品などを展示予定。
写真の資料は、寛政4年（1792）に発生した雲仙普賢岳の噴火について
の報告文書の一部。噴火の様子や被害状況が絵図とともに残され、
災害の状況がわかる貴重な資料として今に伝わっています。

安芸のおひなさま
　　2027.2.6ｰ3.11
時代を超えて受け継がれてきたひな人形やひな飾りなど、
多彩なおひなさまを展示します。
また、当館に隣接する書道美術館や五藤家安芸屋敷でも
連携展示を開催予定です。

※各展示、イベントの詳細は、当館ホームページやチラシ、インスタグラムなどでご確認ください。
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安芸のおひなさま

黒岩涙香生家

「島原焼之図（部分）」（I期展示予定）

2026年 2027年

川村さんのおひなさま
～書道作品を歴史民俗資料館でも～

蔵出し！書道美術館収蔵作品展
　　2026.4.25ｰ2027.4.11
書道美術館が収蔵する安芸ゆかりの書家の作品を、
資料館でも展示します。

書道美術館外観
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日程


